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目的 GIST における KIT 変異型、核分裂数、組織学的亜型と予後の関係を

明らかにする。 
データソース 引用文献．選択基準示されず。 
研究の選択 選択基準示されず。 
データ抽出 抽出基準示されず。 

主な結果 

凍結材料のある GIST 48 例について臨床的・病理学的な検索を

行なった。全体の５年無再発生存率は 41%で、30 高倍視野での

核分裂数 3 以下では 89%、核分裂数 4-15 では 49%、核分裂数

16 以上では 16%であった。紡錘細胞型 GIST の５年無再発生存

率は 49%で、類上皮型または混合型での５年無再発生存率は

23%であった。また 5cm 未満 GIST の５年無再発生存率は 82%、

5-10cm では 45%、10cm 超では 27%であった。さらに exon 11 の

missense 変異の５年無再発生存率は 89%、他のタイプの変異を

持つ GIST では 40%であった。独立した予後不良因子としては

exon 11の欠失または挿入型変異、30高倍視野での核分裂数15

以上、混合型組織像、男性例であった。 

結論 

KIT 発現 GIST では、核分裂数と組織学的亜型が重要な予後因

子で、c-kit 遺伝子変異の部位やタイプも予後を規定する陰と考

えられた。 
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GIST の予後を規定する因子として、核分裂数や腫瘍径、組織学

的亜型とともに c-kit 遺伝子変異の部位やタイプについて言及し

た論文である。 

 


